　2023.11藤咲整形外科医院だより
　明けるに遅く、暮れるに早い季節となりました。明け残りの月が美しいころでもあります。月の明かりに誘われるように、柑橘の色づきが映えます。落ち葉のために見晴らし良く、道を行けば、あの木は柑橘であったか、そこにアケビが生っていたかと、気の付くことも少なくありません。
　2本植えた柑橘のうち1本は「河内晩柑」です。グレープフルーツに類似とされますが、文旦の亜種だと言います。高血圧の薬の中には、グレープフルーツジュースを飲むと作用が強くなるものがあると言いますが、河内晩柑はそうした成分が少ないので大丈夫とされます。当院では、習慣のようにグレープフルーツジュースを飲む方は、禁止することなく、至適用量を求めたうえで継続していただくようにしています。河内晩柑は育成条件で、種の数が変わることが知られています。
　かたやもう1本は買った時の札に「もちゆず」とありました。ところが、生って見てから、実物と図鑑で見るのとは違います。見た感じも大きさも違っています。むしろ獅子柚子又は鬼柚子と似ています。さらには、獅子柚子と鬼柚子は違うとの情報もあり、どうも柑橘というものは、変種変異が多いようです。　
季節はウォーキングに最適、散歩、歩行、徒然歩き、名前がどう変わってもその効果と重要性は変わることがありません。そして、各種の方法が語られますが、どの方法も正解と思います。その中から、ご自分の膝の状況、腰のコンディション、心臓の様子、肺の元気具合などを見たうえ、気持ちよく続けられる方法を、我が薬籠中のものとしてお続けください。
皆様お体大切に。
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